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医学研究科 自己点検・評価報告書の公表について 
 

平成 11 年に改正された大学設置基準により、自己点検・評価の実施と結果の
公表が義務化されており、その結果については学外者による検証が努力義務化
されています。そのため、令和 4 年度の名古屋市立大学大学院医学研究科におけ
る自己点検・評価報告書を作成しましたので、ここに公表いたします。令和 6 年
度からは新たに策定された第四期中期目標・計画が始まりますが、第三期中期計
画以上に研究推進、研究力強化が大きな目標として謳われています。今回の報告
書は昨年と同様に「教育」「研究」に関わる内容について纏めており、各講座、
各教員がこの 1 年間の業績・成果を見返す機会としていただければと思います。 

名古屋市立大学医学部は、令和 6 年に開校から数えて 81 年となり、これまで
に約 5,300 名の卒業生を輩出しています。令和 3 年 4 月に名古屋市立東部・西部
医療センターの 2 病院、令和 5 年 4 月に名古屋市立緑市民病院（みどり市民病
院）、名古屋市厚生院附属病院（みらい光生病院）が医学部附属病院に加わり、
全国国公立大学医学部の中で最大規模の附属病院群を擁することになりました。
令和 7 年 4 月には名古屋市総合リハビリテーションセンター附属病院の医学部
附属病院化が計画され、同年夏頃には救急災害医療センターが桜山キャンパス
に開棟する予定で、ここ数年で名古屋市立大学病院群が飛躍的に大きくなりま
す。名古屋市および名古屋市民から期待される①地域に根ざした手厚い医療の提
供、②臨床研究推進、③研究成果の社会への還元、に応えるべく各病院の特徴・
専門性を生かすとともに連携体制を強化することで地域医療に貢献していく必
要性がますます高まっています。 

令和 4 年に改訂された医学教育モデルコアカリキュラムに基づく教育カリキ
ュラムの改変を現在進めており、令和元年に受審した日本医学教育評価機構に
よる医学教育分野別評価の際に指摘された診療参加型臨床実習の充実等の課題
についての改革も実施しています。また、令和 5 年 4 月には研究力強化を図るた
めに大学院博士課程の定員を 52 名から 100 名に増員するなど、「教育」「研究」
において制度面から変更を加えています。令和 7 年 4 月には医学部と看護学部
を統合すると同時にリハビリテーション学専攻が新たに設置することで、より
充実した多職種連携教育を通して優秀な医療人を輩出していきます。今回の報告
書には「診療」部分は盛り込んでおりませんが、名古屋市立大学病院群に対して
地域から期待される内容について各教員が認識を深め、地域社会に対する貢献
度をさらに強化していきたいと考えています。 

最後になりますが、本報告書の作成にご協力を頂きました教職員の皆様に対
し、心から感謝申し上げます。 

 
令和 6 年 2 月 

名古屋市立大学大学院医学研究科⾧ 髙橋 智 
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